
 

 

 

物  質  名 2,3-エポキシプロピル=フェニルエーテル ＤＢ－7 

別  名 

グリシジルフェニルエーテル 
フェニルグリシジルエーテル 
1,2-エポキシ-3-フェノキシプロ

パン 
CAS 番号 122-60-1 
PRTR 番号 第 1 種 57  
化審法番号 3-559 

構 造 式 
 

 

分子式 C9H10O2 分子量 150.17 
沸点 245℃ 1) 融点 3.5℃ 1) 
蒸気圧 0.01 mmHg（20℃）1) 換算係数 1 ppm = 6.14 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 1.12 2) 水溶性 2.4 g/L（20℃）1) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 1,400 mg/kg  3)  
 マウス 吸入 LC50 >100 ppm（610 mg/m3）（4h）3)  
 ラット 経口 LD50 3,850 mg/kg  3)  
 ラット 吸入 LC50 >100 ppm（610 mg/m3）（8h）3)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、178 mg/m3 を 2 週間（4 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、178 mg/m3 群で体重

増加の抑制、腎臓、肝臓、脾臓、胸腺及び睾丸の萎縮、肝グリコ－ゲンの涸渇を認めた 4) 。

・ラット及びイヌに 0、6、31、74 mg/m3 を 90 日間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、有

意な影響として 31 mg/m3 以上の群のラットで刺激作用による脱毛がみられた以外には、血液

及び尿、主要な臓器の組織検査で異常を認めなかった 4) 。この結果から、NOAEL はラット

で 6 mg/m3（暴露状況で補正：1.1 mg/m3）、イヌで 74 mg/m3（暴露状況で補正：13 mg/m3）

であった。 
・ラットに 0、6、74 mg/m3 を 2 年間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、74 mg/m3 群で鼻炎、

鼻腔の呼吸上皮及び鼻腺の扁平上皮化生、上皮剥離、再生、過形成、異形性の発生率に有意

な増加を認め、特に鼻腔の前部で顕著であった 5) 。この結果から、NOAEL は 6 mg/m3（暴露

状況で補正：1.1 mg/m3）であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・雄ラットに 0、6、31、74 mg/m3 を 19 日間（6 時間/日）吸入させた後に未処理の雌と交尾さ

せ、得られた F1 世代を交尾させて行った二世代試験の結果、F0 世代の 74 mg/m3 群の雌で受胎

率の有意な低下を認め、F0 世代の 6 mg/m3 以上の群の雄各 1 匹で精細管の変性がみられた以

外には、生殖への影響を認めなかった 6) 。この結果から、NOAEL は 31 mg/m3（暴露状況で

補正：7.8 mg/m3）であった。 
・雌ラットに 0、6、31、74 mg/m3 を妊娠 4 日目から 15 日目まで吸入（6 時間/日）させた結果、

母ラット及び胎仔への影響を認めなかった 6) 。この結果から、NOEL は 74 mg/m3（暴露状況

で補正：19 mg/m3）であった。 
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ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質は眼、皮膚、気道を刺激し、意識が低下することがある。また、反復あるいは長期の

暴露で皮膚が感作されることがある 7) 。 
・化学工場で本物質による皮膚障害の報告があり、その症状は急性一次刺激と感作性皮膚炎で

あるが、一次刺激の症状は付着直後に現れない場合が多い。ある例では本物質の飛沫溶液が

かかったが、痛みもないために放置すると数時間後に発赤、痛みが生じ、その後水洗いした

ものの第 2 度の化学火傷が生じ、色素沈着が 3 年も残った。また、急性の接触性皮膚炎の軽

快数日後に全身に、あるいは約 1 ヵ月後に顔、頸に発赤を生じた 2 例があり、うち 1 例はパ

ッチテストの結果、1％の本物質とアクロレインで陽性であった 8) 。 
・本物質を安定剤として含有する潤滑油を使用していた労働者 74 人のうち、14 人で接触アレ

ルギーが生じたが、本物質を含まない潤滑油に代えると症状はみられなくなった 9) 。 
・プラスチックに暴露され、皮膚科に通院していた患者 360 人を対象に、50～53 物質のプラス

チック接着剤アレルゲンを用いたパッチテストの結果、2.6％の患者が本物質に対する陽性反

応を示した 10) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：2B 11) 
実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がない

ため、IARC の評価では 2B（ヒトに対して発がん性が有るかもしれない）に分類されている。

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 12) TLV-TWA 0.1 ppm（0.6 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
 吸入暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 6 mg/m3（鼻腔の呼吸

上皮及び鼻腺の扁平上皮化生、上皮剥離など）を採用し、暴露状況で補正した 1.1 mg/m3 を暫定

無毒性量等に設定する。 
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